
前回第５号(10 月 19 日)で、地域の皆様に、今年度中の学校の活動について、「岡野っ子応援

隊」として手助けをいただきたいとお願いしましたところ、早速、これまでの生活科や総合的な

学習の時間だけでなく、初めて、図工科や家庭科でもサポートをしていただました。いずれも担

任や専科教員だけでは児童の十分な安全確保が難しい場合がある学習ですが、ご助力いただきま

したことで、児童も安心して制作活動等、学習に励むことができました。ありがとうございまし

た。今後とも、学校の教育活動にご協力をいただけますよう、よろしくお願いします。 

 

【学びサポート】 

11月９日（火）に、５年生が家庭科の調理実習で、ゆでたまごを 

作りました。新型コロナウイルスの影響のため、今年度初めての調理 
実習でしたが、２名の応援隊にサポートご協力いただき、安心して課 

題に取り組むことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
12月２・９・16日（木）に、４年生が図工で「ひみつのすみか」

の制作をしました。校庭で集めた枝や木ぎれ、割り箸工場から頂い
た板などをノコギリで切ったり、釘を打ち付けて組み合わせたりし

ながら、かわいい「すみか」を作りました。制作場面では、保護者
４名、地域の方３名にお世話になり、道具の使い方のアドバイスを

いただき、安全に作れるよう補助していただきました。 

 

 

２名の農業委員さんや地域おこし協力隊の方には、１・２年生（幼稚 
園も一緒に）のサツマイモの収穫補助をしていただき、大きなサツマイ 

モをたくさん掘り出すことができて子ども達は大喜びでした。 
また、３年生は黒豆の収穫を丁寧にご指導いただき 

ました。１月には今、校内で乾燥している黒豆の「豆かち」を教えていた
だく予定です。 

１年生は、落花生を地域おこし協力隊の方と一緒に収穫しました。食べ
方も教えていただき、早速おうちに持ち帰っていただきました。 

 
 

  
 
 
 
 

 １２月8日（水）に、予定通り「マラソン大会」を実施することができました。１１月下旬か

ら朝マラソンで大きな音を流したり、コースとして農道を走らせていただいたりし、ご不便をお

かけしました。地域の皆様にはご協力いただき、本当にありがとうございました。 

コミュニティ・スクール通信 
令和３年1２月１６日号 

 丹波篠山市立岡野小学校 

学校運営協議会事務局 

     

「コミュニティ・スクール」とは、学校運営協議会の仕組みを取り入れた学校のことです。 

「学校運営協議会」とは、学校と地域・保護者をつなぎ、子どもたちを見守る役目をする組織です。 

※この広報誌は岡野小学校ＨＰにおいて、カラーで掲載しております。 

 

【地域活動サポート】 

【安全安心サポート】 

登下校ボランティアの方には、登校班と一緒に毎朝歩いて学校まで見守ってくださったり、登校途中

でけがをした児童がいた際は連絡をくださったり、いつもお世話になっています。 

 


